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社会にインパクトを与える仕事は「３０年ひとしごと」 これに博⼠は役に⽴つか 
 
⽇本における博⼠の価値は下がってきているようである。本⽇の⽇本経済新聞に名古屋⼤
学・天野博教授（⻘⾊ LED でノーベル賞受賞）のご意⾒が掲載されていた。そこから若⼲
の引⽤をすると、 
 
 博⼠の採⽤に意欲的な企業は少なく、学歴に⾒合う⾼級も保証されない。 
 ⼯学系の博⼠には⼤学研究室の⾊が付きすぎている。 
 
昔から⾔われていることではあるが、資源の少ない⽇本は頭で勝負しなければならない。そ
の最⾼頭脳に位置する博⼠を⽇本社会が上⼿く使いこなせない。国家の経営資源を、ヒト・
モノ・カネ・時間と考えると、博⼠はこのヒトと時間に相当する。GDP 世界第 3 位を誇る
⽇本の将来は、博⼠なしで維持できるか。少なくとも、30 年間⼀つの仕事に没頭し続ける
才能を博⼠は有している。これだけは間違いない。 
 
 
⽇本経済新聞 2020.1.22 より 

 
 
量⼦暗号化の技術開発にも 30 年の期間を要した。この技術開発にも多くのトライアル・ア
ンド・エラーがあったものと思う。まず必要なのはできるという信念、そして先を⾒通す⼒
と、⽬の前に次々と出現する多くの困難を乗り切る知恵と努⼒、そして⻑期にわたる苦難に
耐える忍耐⼒が必要とされたことだろう。この量⼦暗号化技術の開発には⽇本の本来持っ
ている技術開発の特徴がふんだんに⽣かされていることと思う。ここからは経営学上の問
題。得られた果実を如何に「カネ」に変えていくかということである。 



 
 
 
 


